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おしらせHOTコーナー　案内 
　
広
報
や
し
お
１０
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
「
子
育
て
応
援
特
別
手
当
（
平
成
２１

年
度
）
」
は
、
国
の
予
算
執
行
停
止
を
受

け
、
事
業
を
停
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
手
当
金
の
支
給
は
行
わ
れ
ま
せ

ん
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

J
子
育
て
支
援
課
蕁
A
４
２
７
 

 　
こ
の
機
会
に
「
人
権
」
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
 

●
人
権
ビ
デ
オ
上
映
会
 

Q
１２
月
３
日
貅
　
①
午
前
１０
時
〜
１１
時
②

午
後
２
時
〜
３
時
 

L
八
潮
メ
セ
ナ
・
ア
ネ
ッ
ク
ス
多
目
的
ホ

ー
ル
Ｃ
（
八
潮
駅
北
口
）
 

O
①
「
ね
ず
み
く
ん
の
き
も
ち
」
（
親
子

向
け
）
※
上
映
後
、
親
子
で
カ
レ
ン
ダ
ー

を
作
成
 

②
「
千
夏
の
お
く
り
も
の
」
（
一
般
向
け
）
 

R
①
１５
組
②
３０
人
（
各
申
込
順
）
 

M
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
人
権
・
男
女
共

同
参
画
課
へ
 

●
特
別
人
権
相
談
 

Q
１２
月
１０
日
貅
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
 

L
市
役
所
第
２
会
議
室
 

●
人
権
啓
発
冊
子
「
種
を
ま
こ
う
」
配
布
 

　
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
編
集
し

た
冊
子
で
す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
読
ん

で
、
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

Q
１２
月
１
日
貂
〜
 

L
八
條
図
書
館
、
八
幡
図
書
館
 

J
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
蕁
A
８
１
１
 

   　
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、
売

買
春
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
女
性
に
対
す
る
暴
力

は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も

の
で
す
。
 

　
市
で
は
、
期
間
中
、
八
潮
メ
セ
ナ
・
ア

ネ
ッ
ク
ス
（
八
潮
駅
北
口
）
ロ
ビ
ー
に
て
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
防
止
の
パ
ネ
ル
展
示

を
行
い
ま
す
。
 

　
こ
の
機
会
に
、
男
女
の
あ
り
方
を
見
直

し
、
よ
り
よ
い
男
女
共
同
参
画
社
会
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

１１
月
２５
日
は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃

国
際
日
」
で
す
 

         J
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
蕁
A
８
１
１
 

         　
本
年
９
月
に
大
阪
市
、
福
岡
県
行
橋
市

に
お
い
て
老
朽
化
し
た
消
火
器
に
よ
る
人

身
事
故
が
相
次
い
で
発
生
し
ま
し
た
。
皆

さ
ん
も
、
消
火
器
の
事
故
を
防
止
す
る
た

め
に
、
次
の
事
項
に
留
意
し
、
廃
棄
、
維

持
管
理
し
ま
し
ょ
う
。
 

●
消
火
器
の
廃
棄
 

　
不
要
に
な
っ
た
消
火
器
は
、
放
射
、
解

体
等
の
廃
棄
処
理
は
自
分
で
行
わ
ず
に
、

購
入
し
た
専
門
業
者
、
製
造
元
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
不
要
に
な
っ
た
消

火
器
を
保
管
す
る
場
合
は
、
風
雨
に
さ
ら

さ
れ
る
場
所
や
湿
潤
な
場
所
等
を
避
け
ま

し
ょ
う
。
 

●
消
火
器
の
維
持
管
理
 

　
消
火
器
の
設
置
場
所
は
、
で
き
る
だ
け

風
通
し
が
良
く
、
目
に
つ
き
や
す
い
場
所

と
し
、
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
る
場
所
や
湿
潤

な
場
所
等
を
避
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
老

朽
化
等
異
常
が
発
見
さ
れ
た
消
火
器
は
、

消
火
訓
練
等
も
含
め
て
使
用
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
 

J
消
防
本
部
予
防
課
蕁
９９６
・
０
１
３
４
 

   　
１０
月
か
ら
要
介
護
認
定
の
方
法
が
一
部

見
直
さ
れ
ま
し
た
。
認
定
さ
れ
た
要
介
護

度
が
実
情
と
一
致
し
な
い
と
思
わ
れ
る
場

合
は
、
有
効
期
間
終
了
前
で
あ
っ
て
も
区

分
変
更
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
必
ず
希
望
ど
お
り
の
要
介
護
度
で
認
定

さ
れ
る
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
 

J
長
寿
介
護
課
蕁
A
４
４
９
、
４
０
７
 

  Q
１２
月
２５
日
貊
ま
で
　
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）
 

L
企
画
経
営
課
（
２
階
）
 

O
色
＝
黒
（
月
間
予
定
表
部
分
横
罫
線
型
）
 

・
グ
レ
イ
ッ
シ
ュ
ブ
ル
ー
（
月
間
予
定
表

部
分
カ
レ
ン
ダ
ー
型
）
、
規
格
＝
１４
×
８.５

（
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
 

P
５００
円
 

J
企
画
経
営
課
蕁
A
２
３
３
 

   　
越
谷
県
税
事
務
所
と
５
市
１
町
（
八
潮

市
、
草
加
市
、
越
谷
市
、
三
郷
市
、
吉
川

市
、
松
伏
町
）
で
は
、
市
税
等
の
滞
納
整

理
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
化
し
ま
す
。
 

　
未
納
の
方
に
は
、
督
促
状
や
催
告
書
を

す
で
に
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま

連
絡
も
な
く
納
付
さ
れ
な
い
場
合
、
自
主

財
源
確
保
の
重
要
性
お
よ
び
納
付
期
限
内

に
納
付
さ
れ
て
い
る
多
く
の
方
と
の
公
平

性
を
確
保
す
る
こ
と
か
ら
、
法
律
の
規
定

に
よ
り
財
産
（
不
動
産
、
預
貯
金
、
給
与
、

生
命
保
険
、
自
動
車
等
）
差
し
押
さ
え
な

ど
の
処
分
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

　
未
納
の
場
合
は
速
や
か
に
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
特
別
な
事
情
等
に
よ
り

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
必
ず
納
税
相
談

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
 

       J
納
税
課
蕁
A
３
３
０
、
８
２
６
 

  N
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
 

▼
自
ら
市
内
に
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を

購
入
、
新
築
、
増
改
築
す
る
方
▼
雇
用
契

約
に
よ
る
労
働
者
で
賃
金
、
給
料
等
に
よ

っ
て
生
活
し
て
い
る
方
▼
市
内
に
１
年
以

上
居
住
し
て
い
る
方
▼
市
内
の
同
一
事
業

所
に
２
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
方
▼
年
齢

が
満
２０
歳
以
上
満
５５
歳
未
満
の
方
 

融
資
金
額
　
▼
有
担
保
融
資
＝
１
０
０
０

万
円
以
内
▼
無
担
保
融
資
＝
５００
万
円
以
内
 

融
資
利
率
　
変
動
金
利
▼
有
担
保
融
資
＝

年
２
．
１
１
５
パ
ー
セ
ン
ト
▼
無
担
保
融

資
＝
年
２
．
９
６
５
パ
ー
セ
ン
ト
※
融
資

利
率
の
上
限
は
年
５
パ
ー
セ
ン
ト
 

融
資
期
間
　
▼
有
担
保
融
資
＝
３０
年
以
内

（
５００
万
円
ま
で
は
２０
年
以
内
）
▼
無
担
保

融
資
＝
１５
年
以
内
 

償
還
方
法
　
毎
月
元
利
均
等
償
還
、
ま
た

は
ボ
ー
ナ
ス
併
用
償
還
 

保
証
人
　
保
証
能
力
を
有
す
る
連
帯
保
証

人
が
１
人
以
上
必
要
（
埼
玉
県
労
働
者
信

用
基
金
協
会
の
保
証
で
も
可
）
 

担
保
　
原
則
と
し
て
抵
当
権
第
１
位
（
住

宅
金
融
支
援
機
構
等
公
的
金
融
機
関
併
用

の
場
合
は
後
順
位
も
あ
り
）
 

J
商
工
観
光
課
蕁
A
３
３
６
 

O
①
結
婚
＝
本
人
ま
た
は
三
親
等
以
内
の

親
族
の
結
婚
費
用
②
育
児
＝
妊
娠
か
ら
小

学
校
入
学
ま
で
に
発
生
す
る
育
児
費
用
③

教
育
＝
入
学
金
、
授
業
料
等
の
教
育
資
金
 

融
資
金
額
　
①
②
１００
万
円
③
２００
万
円
 

貸
付
利
率
　
年
１.９
パ
ー
セ
ン
ト
 

※
利
率
は
改
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

※
別
途
、
保
証
料
（
０.７
パ
ー
セ
ン
ト
）
が

必
要
で
す
。
 

※
申
し
込
み
に
あ
た
っ
て
の
要
件
（
県
内

居
住
・
年
齢
要
件
等
）
と
申
し
込
み
後
、

審
査
が
あ
り
ま
す
。
審
査
の
結
果
、
ご
希

望
に
沿
い
か
ね
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
 

※
別
途
応
急
資
金
、
失
業
資
金
も
設
け
て

い
ま
す
。
 

M
中
央
労
働
金
庫
県
内
各
支
店
 

J
県
勤
労
者
福
祉
課
蕁
０４８
・
８３０
・
４
５
１

８
 

Q
１１
月
上
旬
〜
平
成
２２
年
３
月
下
旬
 

L
市
内
の
公
共
下
水
道
供
用
開
始
区
域
の

一
部
（
中
央
一
〜
四
丁
目
、
八
潮
一
〜
八

丁
目
、
緑
町
一
〜
五
丁
目
、
浮
塚
、
大
曽

根
、
西
袋
）
 

O
道
路
上
の
下
水
道
の
マ
ン
ホ
ー
ル
や
宅

地
内
に
設
置
し
た
公
共
汚
水
マ
ス
の
設
置

状
況
な
ど
を
、
市
委
託
の
業
者
が
現
地
調

査
し
ま
す
。
※
調
査
員
は
市
の
腕
章
お
よ

び
市
発
行
の
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い

ま
す
。
 

J
下
水
道
課
蕁
A
４
２
２
 

   　
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
が

住
ま
い
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
管
理
の
相

談
を
気
軽
に
で
き
る
相
談
会
で
す
。
日
ご

ろ
の
問
題
解
決
に
、
ぜ
ひ
お
役
立
て
く
だ

さ
い
。
 

Q
１２
月
３
日
貅
　
午
後
６
時
〜
９
時
 

L
八
潮
メ
セ
ナ
・
ア
ネ
ッ
ク
ス
（
八
潮
駅

北
口
）
 

O
相
談
員
＝
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
 

P
無
料
 

J
埼
玉
県
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
会
蕁
０４８
・

２５０
・
６
３
１
６
、
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
蕁
A

２
７
０
 

   　
労
働
保
険
は
、
「
労
災
保
険
」
と
「
雇

用
保
険
」
の
総
称
で
、
政
府
が
管
掌
し
て

い
る
保
険
制
度
で
す
。
原
則
と
し
て
労
働

者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事
業
主
は
、
加

入
手
続
き
を
行
い
、
労
働
保
険
料
を
納
付

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

　
ま
だ
未
加
入
の
事
業
主
の
方
は
、
加
入

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
手
続
指
導
お
よ
び
加
入
勧
奨
活

動
に
よ
っ
て
も
、
自
主
的
な
加
入
手
続
き

を
と
ら
な
い
事
業
主
に
つ
い
て
は
、
職
権

に
よ
る
強
制
的
な
保
険
関
係
成
立
手
続
き

を
行
い
、
労
働
保
険
料
の
認
定
決
定
を
行

い
ま
す
。
 

J
春
日
部
労
働
基
準
監
督
署
蕁
０４８
・
７３５
・

５
２
２
７
、
草
加
公
共
職
業
安
定
所
蕁
０４８

・
９３１
・
６
１
１
１
、
埼
玉
労
働
局
労
働
保

険
徴
収
課
蕁
０４８
・
６００
・
６
２
０
３
 

マ
ン
ホ
ー
ル
等
調
査
実
施
 

Q

L

O

K

R

M

J

N

P

平
成
２２
年
版
県
民
手
帳
頒
布
 

消
火
器
の
事
故
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
 

人
権
週
間〈
１２
月
４
日
貊
〜
１０
日
貅
〉 

平
成
21
年
４
月
か
ら
9
月
に
新
規
に
 

要
介
護
認
定
を
申
請
さ
れ
た
皆
さ
ん
へ
 

勤
労
者
住
宅
資
金
融
資
制
度
 

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
 

〈
１１
月
１２
日
貅
〜
２５
日
貉
〉 

S
T
O
P
滞
納
！
５
市
１
町
市
税
徴
収
 

強
化
月
間〈
１１
月
〜
平
成
２２
年
１
月
〉 

勤
労
者
向
け
融
資
制
度
 

「
結
婚
・
子
育
て
支
援
資
金
」
 

長寿のお祝い  
１０月１６日、市内で今年度１００歳を迎える方へ、多田市長から
長寿祝記念品などの贈呈が行われました。 

遊馬　タケさん 
（浮塚在住） 

大熊　タネヨさん 
（古新田在住） 

あすま おおくま 

子
育
て
応
援
特
別
手
当（
平
成
２１
 

年
度
版
）の
執
行
停
止
に
つ
い
て
 

女性に対する暴力根絶のためのシンボルマーク 

財産の差し押さえ 

マ
ン
シ
ョ
ン
住
ま
い
の
ト
ラ
ブ
ル
・
 

管
理
に
関
す
る
無
料
相
談
 

１１
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
 

進
月
間
」
で
す
 


